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認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
映
画
上
映
会映画では描かれていないシーンを語る信友さん

　

6
月
17
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
映

画
「
ぼ
け
ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
～
お
か
え
り
お
母
さ
ん
～
」
の

上
映
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
映
画
は
、
認
知
症
の
母
親
を
抱
え
た

家
族
を
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。
会

場
に
は
約
２
０
０
人
が
来
場
し
、
真
剣
に

鑑
賞
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

上
映
会
の
後
は
、
同
映
画
監
督
の
信
友

直
子
さ
ん
に
よ
る
お
話
し
会
。
信
友
さ
ん

は
お
話
し
の
中
で
、「
認
知
症
に
な
っ
た

ら
周
り
に
相
談
す
る
こ
と
が
大
事
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
相
談
窓
口
も

活
用
し
て
く
だ
さ
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

長
年
続
く
、
サ
ツ
マ
イ
モ
を
通
し
た
ふ
れ
あ
い

ひ
の
っ
こ
保
育
所
と
津
地
自
治
会
が
サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
交
流

地域の人と一緒にサツマイモの苗植え
　

6
月
7
日
、
津
地
地
内
の
畑
で
、
ひ
の
っ

こ
保
育
所
と
津
地
自
治
会
と
の
サ
ツ
マ
イ

モ
植
え
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
保
育
所
か
ら
年
長
児
8
人
が

参
加
。
一
人
一
列
30
本
、
約
２
４
０
本
の

苗
を
地
域
の
人
と
協
力
し
て
植
え
て
い
き

ま
し
た
。
作
業
後
は
、
津
地
自
治
会
か
ら

ス
イ
カ
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
み
ん
な
「
お
い

し
い
」
と
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、
園
児
た
ち
の
元
気

な
声
と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
畑
ま

で
の
行
き
帰
り
も
、
電
車
に
手
を
振
っ
た
り

と
終
始
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
秋
に
は
、
イ

モ
掘
り
収
穫
祭
が
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

第
１
分
団
、
県
大
会
で
見
事
優
勝
！

第
64
回
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
第
69
回
鳥
取
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

表彰状を手に笑顔の第１分団団員
　

第
64
回
西
部
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
、

6
月
11
日
、
県
消
防
学
校
（
米
子
市
）
で

開
か
れ
、日
野
町
消
防
団（
廣
川
光
保
団
長
）

か
ら
は
、
第
2
分
団
が
ポ
ン
プ
車
操
法
の

部
に
、
第
1
分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
し
た
。

　

競
技
内
容
は
、
ポ
ン
プ
車
や
小
型
ポ
ン

プ
を
操
作
し
て
、
標
的
に
向
か
っ
て
放
水

し
、
終
了
す
る
ま
で
の
規
律
動
作
や
時
間

を
競
う
も
の
で
す
。
多
く
の
見
物
人
が
見

守
る
中
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

し
、
審
査
の
結
果
、
第
2
分
団
は
ポ
ン
プ

車
操
法
の
部
で
第
５
位
、
第
1
分
団
は
小

型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
優
勝
と
い
う
好
成

績
を
収
め
、
第
1
分
団
は
県
大
会
へ
と
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

7
月
2
日
に
開
か
れ
た
第
69
回
鳥
取
県

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
で
は
、
第
1
分
団

が
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
。
素
早

い
動
作
で
火
点
へ
放
水
し
、
見
事
、
優
勝

と
い
う
結
果
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
西
部

地
区
大
会
に
お
け
る
町
消
防
団
の
優
勝
は
、

平
成
30
年
以
来
5
年
ぶ
り
。
県
大
会
に
お

け
る
優
勝
は
、
平
成
20
年
以
来
15
年
ぶ
り

の
快
挙
で
す
。

　

優
勝
に
よ
り
、
大
会
長
表
彰
、
消
防
庁

長
官
表
彰
、
消
防
桜
美
会
会
長
表
彰
を
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
。
ま
た
、
出
場
選
手
の
中
で
、

佐
野
精
彦
さ
ん
（
根
雨
、
第
1
分
団
班
長
）

が
、
指
揮
者
の
優
秀
番
員
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

火点をめがけて全力で放水（第1分団）



5 広報ひの 7月号 -2023‐

▼あなたの声や地域・職場での話題をお寄せください。★役場企画政策課まで（電話 72‐０３３２）▼あなたの声や地域・職場での話題をお寄せください。★役場企画政策課まで（電話 72‐０３３２）

　６月５日の週に、住舞瑠カフェの隣の庭で、ガー
デンカフェを開催しました。
　梅雨のジトジトした雨とは違った大粒の雨が降り
続く中、出展いただいた五月の盆栽、大輪のバラ、
鮮やかに咲いたラベンダーを、ぎゅうぎゅうのテン
トの中から眺めながら、「雨の花見もいいね」「来週
も来るから期間延長してよ」と、大にぎわいでした。
　地域おこし協力隊の眞崎愛さんによる竹細工の実
演とワークショップでは、教わりながらコースター
を編む人、中にはい
きなりバックを編ん
で驚かせる人もい
て、こちらも好評で
した。竹細工教室
には 10 人の応募が
あったようです。

担当地区：菅福
佐々木 良明佐々木 良明
SASAKI RYOUMEISASAKI RYOUMEI

集落支援員
だより

世
代
を
超
え
た
交
流
で
会
話
も
弾
む

高
尾
地
区
で
笹
餅
づ
く
り

団子の包み方を丁寧に教えてもらいます
　

6
月
17
日
、
高
尾
公
民
館
で
、
笹
餅
づ

く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
尾
地
区
で
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に
笹

餅
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
は

日
野
高
校
の
生
徒
6
人
も
参
加
し
、
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
生
地
を
練
り
上
げ
丸
め

た
団
子
を
、
地
域
で
採
れ
た
笹
に
包
ん
で

い
き
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、
団
子
の
包
み

方
を
丁
寧
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
真

剣
に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
は
、「
優
し
く
教
え
て
も

ら
え
た
お
か
げ
で
お
い
し
い
笹
餅
が
で
き

た
」
と
、
地
域
で
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

日
野
っ
こ
・
風
の
子
・
元
気
な
子
！

日
野
学
園
マ
ラ
ソ
ン
大
会

声援を受けながらまちなかを走る児童たち
　

6
月
16
日
、
旧
黒
坂
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
や
、
そ
の
周
辺
を
会
場
に
、
日
野
学

園
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
2
部
構
成
で
、
1
年
生
か
ら
4

年
生
の
下
級
生
の
部
、
5
年
生
か
ら
9
年

生
の
上
級
生
の
部
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

1
・
2
年
生
は
８
０
０
㍍
、
3
・
4
年
生

は
1
・
０
㌔
、
5
・
6
年
生
は
１
・
６
㌔
、

７
～
9
年
生
女
子
は
２
・
２
㌔
、男
子
は
３
・

０
㌔
の
コ
ー
ス
を
、
そ
れ
ぞ
れ
走
り
切
り

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
声

援
を
受
け
な
が
ら
全
力
で
走
り
笑
顔
で

ゴ
ー
ル
、
元
気
な
姿
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　行政相談委員は、総務大臣から市町村ご
とに委嘱され、皆さんから行政サービスへ
の要望や暮らしの困りごとなどを聞き、解
決のための助言や、関係機関への連絡など
を行っています。
　7月 3日、長年行政相談委員を務めてき
た川上博史さん（本郷）に、総務大臣から
感謝状が贈られました。また、4月 1日付
で行政相談委員として、柴田孝志さん（下
榎）が新たに委嘱されました。任期は、令
和７年3月31日までです。

▲感謝状を手にする川上さん（左から２番目）と、
新たに委嘱された柴田さん（右）

行
政
相
談
員
川
上
博
史
さ
ん
に
感
謝
状


